令和７年度釧路市立北中学校「学校評価『保護者アンケート』」（７月）
【結果分析】
４：している　３：どちらかといえばしている　２：あまりしていない　１：していない
	
	評　価　項　目
	４
	３
	２
	１

	１
	私は、子どもが新しいものや考えを生み出すように働きかけている。
	15.3％
	44.7％
	32.9％
	7.1％

	２
	私は、子どもが自分で目標を設定するなど、自己調整力を獲得するように働きかけている。
	21.2％
	61.2％
	14.1％
	3.5％

	３
	私は、子どもが自分の目標を達成するために、責任をもって行動するように働きかけている。
	25.9％
	62.4％
	8.2％
	3.5％

	４
	私は、子どもが自分の課題や可能性を、当事者意識をもって発見できるように働きかけている。
	17.6％
	56.5％
	22.4％
	3.5％

	５
	私は、子どもが自分の行動で、自分の周りをよりよい方向へ変えられる自己効力感をもてるように働きかけている。
	16.5％
	55.3％
	24.7％
	3.5％

	６
	私は、子どもが変化の目的の意味や意義を見出し、あらゆることに挑戦し、やり抜くように働きかけている。
	22.4％
	54.1％
	20.0％
	3.5％

	７
	私は、子どもが自分のよさに気付くように働きかけている。
	27.1％
	56.5％
	14.1％
	2.4％

	８
	私は、子どもが他者の大切さを認めたり、多様な意見や考え方を尊重したりするように働きかけている。
	37.6％
	48.2％
	11.8％
	2.4％

	９
	私は、子どもが学校や社会のルールやマナーを守るように働きかけている。
	48.2％
	47.1％
	3.5％
	1.2％

	10
	私は、子どもがテクノロジーのよき使い手となるように働きかけている。
	10.6％
	25.9％
	55.3％
	8.2％

	11
	学校は、生徒たちが未来社会の創り手となる資質・能力を獲得するための教育活動を行っている。
	22.4％
	61.2％
	15.3％
	1.2％

	12
	学校は、生徒たち一人一人の学習状況に寄り添った学びを保障している。
	22.4％
	57.6％
	16.5％
	3.5％

	13
	学校は、生徒たち一人一人の状況を踏まえて進路指導に当たっている。
	30.6％
	55.3％
	11.8％
	2.4％

	14
	学校は、いじめなどの問題行動に毅然と対応している。
	29.4％
	55.3％
	11.8％
	3.5％

	15
	学校は、保護者に対して各種情報を積極的に発信している。
	37.6％
	50.6％
	9.4％
	2.4％

	16
	学校は、生徒たちにとって安心・安全な場所になっている。
	31.8％
	54.1％
	10.6％
	3.5％


課題の評価項目は網掛け
	【改善の方向性】
１　未来社会を生き抜く子どもたちは、他者と同じことができることではなく、独創性や創造性を発揮できることが重視されます。子どもたちにこのような資質・能力が求められるならば、まずは保護者が新しい価値を見出す姿勢を身に付け、その姿を子どもたちに示していく必要があります。
10　子どもたちは様々なテクノロジーに囲まれて生活することが当たり前になります。テクノ
ロジーに使われるのではなく、テクノロジーを使いこなす（使い倒す）ことが求められます。
保護者として子どもたちが生活する未来社会を思い描くとともに、まずは保護者がテクノロ
ジーに対する倫理観や道徳観を磨き、テクノロジーのよき使い手としての範を示す必要があ
ります。


※　肯定的な回答において「７割未満」の評価項目を課題として捉え改善の方向性を示します。
